
休学について 

 

 病気、語学留学、ワーキングホリデー、経済的理由等の正当とみなされる理由により、引続き 

2 ヶ月以上授業(試験期間を含む)に出席することが不可能な場合、「休学」をすることができます。 

※2022 年度は例外的に、就職浪人を理由に休学申請することを受け付けます。 

 

１．休学期間 

休学期間には以下の２つの期間があります。 

①４月１日～９月２０日     ②９月２１日～翌年３月３１日 

 ＊休学可能期間は原則として当該学期限りとします。 

 ＊場合により引続き休学延長が認められることがあります。 

 ＊在学中の休学可能期間は合計で 4 年間です。 

 ＊休学期間は在学年数には算入しませんが、形式的に学年は UP します。 

 

２．手続 

 Ⅰ．提出書類：①休学願(所定様式) 

②休学理由の証明書類 

②「休学理由の証明書類」について 

病気    ：休学が必要である理由が具体的かつ詳細に記載された「理由書」、および医師が発行したもので、 

       その理由・期間が明示された「診断書」とします。 

語学留学等 ：留学扱いにならない「語学留学」や「ワーキングホリデー参加」等の場合は、受入機関の 

「入学許可証」および「学習計画書(所定用紙)」をもって「休学理由の証明書類」とします。 

その他   ：休学理由が具体的かつ詳細に記載された「理由書」、およびその理由を証明できると思われる 

       公的な証明書類が必要です。 

 

 Ⅱ．審査 

 申請後は、学部審査のうえ休学を許可するか否かを決定します。申請書類審査および面接により

行われます。審査結果は学部長より書類郵送(本人・保護者等宛)をもって通知します。 

 なお、休学願の申請後 1 ヶ月を経過しても結果通知がない場合は、法学部学務係まで問い合わせ

てください。 



３．休学中の学費 

 申請時期により支払う学費が違ってきます。また、原則として次の様な運用をいたします。 

  ○対象年度期の学費等が未納の場合   →金額を変更した振込用紙が改めて送付されます。 

  ○    〃     納入済みの場合 →加納金額は返金されます。 

なお、入学と同時に休学する者からは、原則として休学を開始する学期においては所定額の学費

全額徴収となります。 

●授業料 

  春学期 休学 秋学期 休学 

休学期間 4/1～9/20 9/21～3/31 

申請期日  5/31  11/30 

申 請 日 ～4/30 5/1～5/31 ～10/31 11/1～11/30 

授業料 

春学期 
5万円（在籍料）＋学

生健康増進互助会費 
全額納入 （全額納入） 

秋学期 （全額納入） 
5万円（在籍料）＋学

生健康増進互助会費 
全額納入 

※4年次の秋学期に休学する場合は、「校友会費」4万円を合わせて徴収します。 

※所定額…延長生については卒業単位の残りの単位数によっては授業料が減額、変更されます。 

●施設費、図書費、学会費、学友会費 

学費減免が適用となる場合は全額免除。学費減免にならない場合は、全額納入。 

●学生健康増進互助会費 

全額納入。 

 

４．復学（休学期間の終了） 

休学期間が終了した時点で自動的に復学となりますので、手続きは不要です。復学する１ヶ月前

に復学に関する案内を本人・保護者等宛てに郵送します。 

休学期間 復学日 

４月１日～９月２０日 ９月２１日復学 

９月２１日～翌年３月３１日 ４月１日復学 

 

＊休学条件に抵触するとみなされた場合は、休学を取り消される場合もあります。 

＊復学後は形式的に学年が UP しますが、履修学年は休学していた年度のものを適用します。 

 休学した年度に遡って科目登録をしてください。 

以上 

早稲田大学法学部学務係 電話：03-3232-4534(直通) 


